
園
地
の
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
２
月
は
、
土
づ
く
り
や
剪
定
、
間
伐
、
改
植
準
備
な
ど
園
地

の
整
備
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
出
荷
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
後

ま
で
貯
蔵
管
理
も
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

貯
蔵
管
理

　
温
度
５
～
８
℃
、
湿
度
85
％
に
す
る
こ
と
で
、
着
色
が
進
み

ま
す
。
２
週
間
に
一
度
程
度
は
腐
敗
果
の
除
去
や
貯
蔵
箱
の
差

し
替
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。樹

勢
回
復

　
令
和
２
年
は
、
夏
季
の
高
温
や
秋
口
以
降
の
乾
燥
な
ど
が
あ

り
、
樹
に
負
担
が
掛
か
り
ま
し
た
。
寒
害
に
よ
る
冬
季
の
落
葉

は
、
着
花
量
を
減
少
さ
せ
る
の
で
、
寒
冷
紗
や
コ
モ
な
ど
で
被

覆
し
、
落
葉
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ち
っ
素
系
液

肥
の
葉
面
散
布
や
土
壌
の
乾
燥
防
止
と
し
て
、
敷
き
ワ
ラ
や
暖

か
い
日
に
か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

土
づ
く
り

　
土
壌
改
良
を
す
る
こ
と
で
根
の
細
根
量
を
増
や
し
、
施
肥
の

吸
収
効
率
の
改
善
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
園
地
ご
と

に
土
壌
分
析
を
行
い
、
園
地
の
状
況
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
有

機
物
を
投
入
す
る
こ
と
で
土
壌
が
柔
ら
か
く
な
り
、
通
気
性
や

保
水
性
が
向
上
し
、新
根
が
発
生
し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ミ
カ
ン
栽
培
に
適
し
た
土
壌
pH
は
、
5.5
～
6.5
で
す
。

土
壌
が
酸
性
化
し
て
い
る
と
、
根
の
発
根
や
肥
料
の
吸
収
が
抑

え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、必
ず
土
壌
改
良
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
キ
ノ
ッ
ク
ス　
　
　
　
２
０
０
０
㎏
／
10
ａ

・
苦
土
セ
ル
カ
2
号　
　
１
６
０
㎏
／
10
ａ

間
伐

　
表
年
が
予
想
さ
れ
る
樹
や
園
は
、
２
月
か
ら
剪
定
を
始
め
ま

す
。
剪
定
前
に
、
樹
と
樹
が
密
植
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
樹
が

古
く
生
産
性
が
低
く
な
い
か
な
ど
、
一
度
園
地
を
確
認
し
て 

く
だ
さ
い
。
密
植
園
や
老
木
園
は
、
病
害
虫
の
発
生
や
隔
年
結

果
の
助
長
な
ど
、
高
品
質
果
実
の
安
定
生
産
が
難
し
く
な
り 

ま
す
。
樹
と
樹
が
混
み
合
っ
て
い
る
場
合
や
樹
齢
25
～
30
年
以

上
に
な
っ
た
ら
思
い
切
っ
て
間
伐
を
し
て
く
だ
さ
い
。
３
月
に

は
、
注
文
し
た
苗
木
の
植
え
付
け
時
期
に
も
な
る
た
め
、
植
え

穴
な
ど
の
準
備
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
の

一
番
茶
に
向
け
て

令
和
２
年
産

米
集
荷
結
果
に

つ
い
て

令
和
３
年
の

園
地
づ
く
り

春
肥
の
施
用

　
早
い
と
こ
ろ
で
は
肥
料
を
施
し
、
い

よ
い
よ
新
茶
期
に
向
け
て
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
秋
肥
と
春
肥
は
、
特
に
一
番

茶
へ
の
効
果
が
高
く
、
秋
肥
が
樹
勢
の

回
復
や
充
実
、
春
肥
は
一
番
茶
～
三
番

茶
の
収
量
増
加
や
品
質
向
上
に
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
施
肥
時
期
は
早
場
所
で
、
春
肥
の
１

回
目
が
２
月
上
旬
、
春
肥
の
２
回
目
が

３
月
上
旬
か
ら
と
な
り
ま
す
。
春
肥
の

ち
っ
素
が
茶
樹
の
ど
の
部
分
へ
吸
収
さ

れ
て
い
る
か
を
示
し
た
表
（
図
１
）
を

確
認
す
る
と
、
春
肥
の
ち
っ
素
全
吸
収

率
は
38
％
で
あ
り
、
全
吸
収
量
の
79
％

が
「
葉
部
」、
21
％
が
「
茎
・
根
部
」

へ
吸
収
さ
れ
ま
す
。
春
肥
は
、「
葉
部
」

へ
の
影
響
が
多
く
、
一
番
茶
だ
け
で
な

く
二
～
三
番
茶
へ
の
肥
効
も
高
く
、
春

肥
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ち
な
み
に
、
秋
肥
の
全
吸
収
率
は

40
％
で
、「
葉
部
」
52
％
・「
茎
・
根
部
」

48
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
肥
を
施
肥
す
る
時
期
は
地

温
が
低
い
の
で
、
分
解
の
緩
や
か
な
有

機
質
肥
料
と
速
効
性
の
化
成
肥
料
な
ど

を
含
む
配
合
肥
料
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
施
肥
し
ま
し
ょ
う
。
施
肥
後
は
、
肥

料
の
吸
収
効
率
を
上
げ
る
た
め
、軽
い
中
耕
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

春
整
枝

　
前
年
に
二
番
茶
ま
で
摘
採
し
た
茶
園
で
春
整
枝
を
行
う
と
、

気
象
条
件
や
品
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
番
茶
の
摘
採
が
５
～

15
日
程
度
遅
く
な
ま
す
。
新
芽
数
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
新

芽
の
生
育
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
な
り
品
質
が
極
端
に
悪
く
な

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
昨
秋
に
整
枝
せ
ず
、
春
整
枝
す
る

茶
園
で
、品
質
低
下
よ
り
も
摘
採
期
遅
延
を
優
先
す
る
場
合
は
、

従
来
通
り
３
月
上
旬
に
前
年
二
番
茶
後
の
整
枝
位
置
か
ら
＋4
～

６
㎝
の
高
さ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。早
期
に
春
整
枝
を
行
う
と
、

日
焼
け
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

防
霜
フ
ァ
ン
施
設
の
点
検

　
設
置
し
て
か
ら
長
い
期
間
が
経
過
し
た
防
霜
フ
ァ
ン
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
故
障
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
使
用
前
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

令
和
2
年
産
の
概
要

　
令
和
２
年
産
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
食
害
や
７
月
以
降
の

多
雨
、
記
録
的
な
猛
暑
、
ウ
ン
カ
に
よ
る
坪
枯
れ
な
ど
、
稲
作

に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
８
月
の
猛

暑
に
よ
り
心
白
粒
・
白
未
熟
粒
が
多
く
、
例
年
で
は
発
生
が
少

な
か
っ
た
中
生
・
晩
生
品
種
な
ど
に
も
見
受
け
ら
れ
、
等
級
の

格
下
げ
に
繋
が
り
ま
し
た
。

〈
集
荷
量
〉

１
０
１
２
ｔ　
目
標
対
比
81
％
（
前
年
対
比
76
％
）

〈
一
等
米
比
率
〉

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
早
生
）　
　
　
　
19
％
（
前
年
49
％
）

○
き
ぬ
む
す
め
（
中
生
）　
　
　
　
60
％
（
前
年
86
％
）

○
あ
い
ち
の
か
お
り
（
晩
生
）　
　
50
％
（
前
年
67
％
）

○
全
体　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
43
％
（
前
年
63
％
）

※
集
荷
量
の
内
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
約
29
％
、
き
ぬ
む
す
め
が

15
％
、
あ
い
ち
の
か
お
り
が
30
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

等
級
落
ち
理
由
ト
ッ
プ
３

１
位
：
心
白
粒
・
白
未
熟
粒　
60
％

⇒
出
穂
期
の
高
温
、
地
力
お
よ
び
日
照
不
足
に
よ
る
生
育
後

半
の
栄
養
不
足
、
早
刈
り
、
倒
伏
な
ど

２
位
：
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
着
色
粒　
28
％

⇒
農
道
や
畦
畔
な
ど
の
雑
草
、
薬
剤
防
除
の
不
徹
底
、
水
田

内
の
ヒ
エ
・
ホ
タ
ル
イ
が
カ
メ
ム
シ
を
誘
引

３
位
：
胴
割
粒　
５
％

⇒
刈
取
り
前
の
早
期
落
水
、
刈
遅
れ
、
乾
燥
機
に
よ
る
急
激

乾
燥
及
び
過
乾
燥

今
後
の
対
策

　
今
後
も
ウ
ン
カ
の
大
発
生
や
異
常
気
象
な
ど
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
事
前
の
対
策
を
万
全
に
行
い
、
良
質
な
米
の

安
定
生
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ウ
ン
カ
対
策

　
ウ
ン
カ
が
多
発
し
て
か
ら
の
防
除
で
は
効
果
が
期
待
で
き
な

い
た
め
、
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
箱
粒
剤
な
ど
の
効
果
的
な
箱
施
用

剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
長
期
間
効
果
の
あ
る
箱
施
用

剤
を
使
用
し
て
も
８
月
以
降
の
防
除
は
必
要
で
す
。
早
生
は
８

月
上
旬
、
中
生
・
晩
生
は
８
月
中
旬
と
９
月
上
旬
を
目
安
に
防

除
し
、
徹
底
的
に
発
生
を
抑
え
込
み
ま
し
ょ
う
。

〇
高
温
・
曇
天
に
負
け
な
い
土
作
り

　
水
稲
に
は
、
ケ
イ
酸
が
と
て
も
重
要
な
た
め
、
土
壌
改
良
材

を
必
ず
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
腐
食
や
堆
肥
な
ど
で
微
量
要

素
も
取
り
入
れ
、
地
力
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

〇
水
管
理
の
徹
底

　
水
稲
は
、
生
育
時
期
に
よ
っ
て
水
管
理
が
違
い
ま
す
。
水
が

必
要
な
時
に
入
れ
、
い
ら
な
い
と
き
に
切
る
。
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
難
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
で
協
力
し
、

徹
底
し
た
水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

茶
指
導
販
売
課
　
福
手

茶
指
導
販
売
課
　
福
手  

裕
三
裕
三

農
業
経
営
支
援
課
　
石
田

農
業
経
営
支
援
課
　
石
田  

哲
也
哲
也

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木  

大
造
大
造

※茶大百科Ⅱ技術資料より抜粋

79％

全吸収量　（全吸収率38％）

21％図1　春肥ちっ素の吸収率と器官別割合
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